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最近は野菜でも地場野菜ということが見直
されています｡それに合った地域の料理があ
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厳複の写薬は双鶴庵の下にある簡所集落蒔
水域 F簡泰｣Oずっと前からあるように覚え意
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したが､滑水は筋所集落殿命の凍となって兼
活躍 したそうですO
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カール ･ベンクスさん
且雪洞2年､東ベルリンの家具磯風の家を二畳 ま
･ ､ l
の仕事をした複､田本の酋民家をこあこがれて
I l - -
ルベンタスアンドアソシエイトを設立 し､各
地で古民家再生とその職丸の養成にも取 吟組
んでいる.｡
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(後記)今回の東日本太震災で古 くか ら 残 さ れ
てきた古民家などが､太きな 被 害 を 受 け た O
土蔵の壁などほ職先が不足して､すぐに は 復
旧できないという｡被害を受けた建物を壊し
てしまうことは簡単なのかもしれならB｡しか
しちペンタスさんが語って くれたように､町
の思い出を残すとuうこ とが､今句一番必要
な ｢復興｣なのではをu だろうかo
